
3
March

●あいあいタクシーの利用案内 
●国保被保険者証などの郵送開始 
●かんたんフィットネスに新マシン導入 
●福祉タクシー助成券の交付申請受付　3／1～ 
● 巡回バス｢ふれあい号｣回数券の払い戻し　3／15～ 

3月号の 
主な内容 

〈平成22年2月1日現在〉 

●人口 20,216 人 （前月比－33人） 
　　男： 9,713 人 
　　女： 10,503 人 

●世帯数 7,045世帯 （前月比－6世帯） 

2 0 1 0  vol .4 8

まちの 
動き 

●この広報誌の内容は、ホームページでもご覧いただけます。 まんのう町 
携帯版ホームページは、 
こちらのQRコードから⇒ 

第6回讃岐かりん太鼓発表会 
（上り打ち） 
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イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
て
く
れ
た
４
人
は

い
ず
れ
も
、
現
在
「
あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー
」

の
愛
用
者
で
す
が
、
意
外
に
も
「
当
初
は
そ

の
使
い
方
が
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
」
と
い

う
声
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
あ
い
あ
い

タ
ク
シ
ー
と
は
ど
ん
な
も
の
な
の
か
、
利
用

の
仕
方
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
な
ど
、
そ

の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー
の
特
徴
を
挙
げ
る
と

次
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。

■ 

行
き
先
は
、
町
内
に
限
ら
れ
、
個
人
宅

以
外
で
あ
れ
ば
大
抵
対
応
可
能

■ 

利
用
す
る
に
は
事
前
に
登
録
が
必
要

■ 

乗
り
た
い
時
間
の
30
分
前
に
は
予
約
が

必
要

■
土
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
は
運
休

■ 

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
出
発
時
間
が
あ
ら
か

じ
め
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
い
つ
で
も

利
用
で
き
る
わ
け
で
は
な
い

■ 

タ
ク
シ
ー
は
乗
り
合
い
な
の
で
、
必
ず

し
も
自
分
が
思
っ
た
時
間
に
目
的
地
に

着
く
と
は
限
ら
な
い

■ 

旧
町
を
ま
た
ぐ
と
き
は
乗
り
換
え
が
必

要
■ 

利
用
料
金
は
３
０
０
円
（
往
復
で
６
０
０

円
）

■ 
利
用
料
金
は
現
金
で
は
な
く
、
取
扱
店

で
あ
ら
か
じ
め
購
入
し
た
乗
車
券
か
共

通
パ
ス
券
で
支
払
う

　

そ
れ
で
は
、
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
利

用
者
の
声
を
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

家
族
へ
の
安
心
を
提
供
す
る
交
通
手

段

　

町
内
の
接
骨

院
に
通
っ
て
い

る
平
井
良
子
さ

ん
。
平
井
さ
ん

は
、
オ
ー
ト
バ

イ
を
運
転
す
る

こ
と
も
で
き
ま

す
が
、
あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
て
い

ま
す
。

　
「
家
の
周
り
は
山
道
ば
か
り
で
、
危
な
い
か

ら
オ
ー
ト
バ
イ
で
走
る
の
は
や
め
て
と
子
ど

も
に
言
わ
れ
、
あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー
を
使
っ

て
い
ま
す
」

と
話
す
平
井
さ
ん
。
あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー
は

単
な
る
交
通
手
段
で
は
な
く
、「
家
族
へ
の
安

心
」
も
提
供
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
「
あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
、
子
ど
も
も
安
心
し
て
い
ま
す
」

　

平
井
さ
ん
と

同
様
な
こ
と
を

話
す
の
は
、
町

内
の
病
院
に
付

き
添
い
で
ほ
ぼ

毎
日
通
っ
て
い

る
池
下
正
三
さ

ん
。
池
下
さ
ん
も
自
動
車
を
運
転
す
る
こ
と

は
で
き
ま
す
が
、
安
全
面
を
考
え
あ
い
あ
い

タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

自
宅
の
玄
関
か
ら
目
的
地
ま
で
を
結

ぶ
交
通
手
段

　
「
あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー
は
玄
関
先
ま
で
来
て

く
れ
、
病
院
の
玄
関
口
で
降
ろ
し
て
く
れ
る

の
で
、
雨
の
日
で
も
傘
は
要
り
ま
せ
ん
」

と
話
す
池
下
さ
ん
。
あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー

は
、
９
人
乗
り
の
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
で
運

行
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
車
の
大
き
さ
か

ら
家
の
前
ま
で
行
け
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
大
抵
の
場
合
は
、
こ
の
よ
う
に
自
宅
の

玄
関
先
ま
で
迎
え
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
バ
ス
な
ら
バ
ス
停
、
巡
回
バ
ス
な
ら
停

留
所
ま
で
自
分
で
行
か
な
い
と
い
け
な
い
が
、

自
宅
ま
で
来
て
く
れ
る
あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー

は
大
変
便
利
で
大
満
足
で
す
」

「
共
通
パ
ス
券
」
を
使
っ
た
方
が
断
然

お
得
な
場
合
も

　

あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー
の
利
用
料
金
の
支
払

い
は
、
乗
車
券
か
共
通
パ
ス
券
の
い
ず
れ
か

に
よ
り
ま
す
。

　

平
井
さ
ん
は
現
在
、
接
骨
院
に
通
う
回
数

が
減
り
、
あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー
の
支
払
い
は

10
枚
つ
づ
り

３
０
０
０
円

の
乗
車
券
を

使
っ
て
い
ま

す
が
、
以
前

は
共
通
パ
ス

券
を
使
っ
て

い
た
そ
う
で

す
。
ほ
ぼ
毎

日
利
用
し
て

い
る
池
下
さ

ん
も
共
通
パ
ス
券
を
使
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
町
内
の
温
泉
施
設
に
よ
く
通
っ
て
い
る

藤
原
富
子
さ
ん
と
藤
原
シ
ズ
エ
さ
ん
も
共
通

パ
ス
券
の
愛
用
者
で
す
。

　
「
共
通
パ
ス
券
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
町
外

へ
行
く
と
き
で
も
助
か
っ
て
い
ま
す
」
と
話

す
藤
原
富
子
さ
ん
。
一
方
、｢

以
前
は
、
朝
出

掛
け
る
と
き
は
琴
参
バ
ス
を
利
用
で
き
て
も

帰
り
の
便
が
遅
く
困
っ
て
い
ま
し
た
。
今
は
、

あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー
と
共
通
パ
ス
券
が
あ
る

あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー

あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー
を
上
手
に
使
っ
て
、
生
活
の
充
実
を

　

昨
年
11
月
か
ら
始
ま
っ
た
、
ま
ん
の
う
町
デ
マ
ン
ド
乗
合
タ
ク
シ
ー
「
あ
い
あ
い
タ
ク

シ
ー
」。
今
回
、
４
人
の
利
用
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
、
あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー
が
移
動
手
段

と
し
て
便
利
な
反
面
、
い
く
つ
か
の
課
題
が
あ
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
利
用
者
の
声
を
踏
ま
え
つ
つ
、
あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー
と
は
ど
ん
な
も
の
な
の

か
や
、
共
通
パ
ス
券
の
使
い
方
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

平井良子さん

池下正三さん

左から藤原シズエさん、藤原富子さん
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の
で
、昼
間
で
も
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
す｣

と
、

藤
原
シ
ズ
エ
さ
ん
は
喜
ん
で
い
ま
す
。

　

共
通
パ
ス
券
は
、
月
ご
と
に
購
入
す
る
必

要
は
あ
り
ま
す
が
、
月
額
３
０
０
０
円
で
あ

い
あ
い
タ
ク
シ
ー
と
琴
参
バ
ス
（
美
合
線
と

炭
所
線
）
が
乗
り
放
題
で
す
。
琴
参
バ
ス
に

乗
り
継
げ
ば
、
Ｊ
Ｒ
琴
平
駅
や
琴
電
琴
平
駅
、

さ
ら
に
は
琴
参
バ
ス
の
琴
平
線
と
も
接
続
し

て
い
ま
す
の
で
、
差
額
分
を
支
払
え
ば
善
通

寺
や
丸
亀
方
面
ま
で
行
く
こ
と
も
可
能
で
す
。

課
題
は
午
後
の
便
の
使
い
勝
手
や
、

乗
り
継
ぎ
時
間
の
調
整
、
運
行
範
囲

の
拡
大

　
「
行
く
と
き
は
い
い
が
、
用
事
が
済
ん
で
い

ざ
帰
る
と
き
に
、
あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー
の
時

間
が
合
わ
な
い
」
と
話
す
平
井
さ
ん
。
現
在

３
地
区
を
そ
れ
ぞ
れ
１
台
の
タ
ク
シ
ー
で
運

行
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
便
数
が
利
用
す

る
側
に
と
っ
て
は
十
分
と
は
言
え
な
い
状
況

の
よ
う
で
す
。

　
「
乗
り
継
ぎ
時
間
が
今
よ
り
も
も
う
少
し
早

け
れ
ば
い
い
の
に
」
と
話
す
藤
原
シ
ズ
エ
さ

ん
。
琴
南
地
区
、
満
濃
地
区
、
仲
南
地
区
と
、

地
区
を
ま
た
い
で
移
動
す
る
場
合
は
、
役
場

本
庁
や
琴
南
支
所
で
乗
り
換
え
が
必
要
で
す
。

今
の
運
行
の
仕
組
み
で
は
、
乗
り
継
ぎ
が
昼

前
ぐ
ら
い
に
１
本
と
夕
方
近
く
に
１
本
な
の

で
、
利
用
者
か
ら
す
れ
ば
時
間
の
調
整
を
し

て
ほ
し
い
と
こ
ろ
の
よ
う
で
す
。

　

さ
ら
に
、
池
下
さ
ん
に
よ
れ
ば
、｢

あ
い
あ

い
タ
ク
シ
ー
で
琴
平
ま
で
行
け
れ
ば
い
い
の

に｣
と
い
う
声
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー
は
便

利
な
交
通
手
段
で
あ
る
反
面
、
い
く
つ
か
の

課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
課
題
に

つ
い
て
は
今
後
、
で
き
る
限
り
利
用
者
に
と
っ

て
使
い
勝
手
の
よ
い
も
の
と
な
る
よ
う
に
、

絶
え
ず
改
善
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

ぜ
ひ
「
あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー
」
の
ご

利
用
を

　

課
題
は
あ
る

も
の
の
、
あ
い

あ
い
タ
ク
シ
ー

が
使
い
方
に

よ
っ
て
は
便
利

な
交
通
手
段
で

あ
る
こ
と
に
は

変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。「
あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー

の
使
い
方
が
分
か
ら
な
け
れ
ば
、
と
に
か
く

予
約
セ
ン
タ
ー
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
」
と

話
す
、
予
約
セ
ン
タ
ー
で
受
付
を
し
て
い
る

池
田
智
子
さ
ん
。
も
し
、
ご
利
用
に
二
の
足

を
踏
ん
で
い
る
の
な
ら
、
一
度
電
話
し
て
み

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

企
画
政
策
課　

薀
（
７
３
）
０
１
０
６

通
院
す
る
な
ら
、「
福
祉
タ
ク
シ
ー
助

成
券
」
の
ご
利
用
を

　

４
月
１
日
か
ら
ご
利
用
可
能
な
「
福
祉
タ

ク
シ
ー
助
成
券
」
の
交
付
申
請
を
、
３
月
１

日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

　

助
成
券
は
平
成
21
年
度
と
同
様
、
１
カ
月

一
人
２
枚
（
５
０
０
円
分
を
２
枚
）
ま
で
使

用
可
能
で
す
。

■
対
象
者

　

次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
を
満
た
す
方

▽
満
75
歳
以
上
▽
身
体
障
害
者
手
帳
２
級
以

上
▽
療
育
手
帳
Ａ
以
上

■
受
付
窓
口

▽
役
場
本
庁
企
画
政
策
課
▽
仲
南
支
所
▽
琴

南
支
所
▽
美
合
出
張
所

■
助
成
券
の
交
付
を
受
け
る
に
は

　

申
請
者
本
人
の
認
め
印
と
後
期
高
齢
者
医

療
被
保
険
者
証
を
、
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方
は
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手

帳
も
ご
持
参
の
上
、
受
付
窓
口
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

企
画
政
策
課　

薀
（
７
３
）
０
１
０
６

巡
回
バ
ス
回
数
券
の
払
い
戻
し
・
福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
券

あいあいタクシー予約センター 

�0877（58）8080
■利用したい便の出発30分前までに予約を。 

　※午前8時に出発する第１便は前日の午後 

　　5時までに。1週間前から予約可能。 

■予約受付時間 

　午前8時30分～午後5時 

　※土日、祝日、年末年始を除きます。 

　巡回バス「ふれあい号」の運行を3月31日
で廃止します。それに伴い、未使用回数券の
払い戻しを次のとおり行いますので、ご理
解とご協力をお願いします。 
　今後は「あいあいタクシー」をご利用くだ
さい。 
▽払戻期間 
　平成22年3月15日～平成22年5月31日 
　※土日、祝日を除きます。 
▽払戻場所 
　役場本庁企画政策課、仲南支所 
▽窓口受付時間 
　午前8時30分～午後5時15分 
▽持参物／未使用の回数券 
【問い合わせ先】 
企画政策課　�（73）0106

池田智子さん
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国
民
健
康
保
険
・
国
民
年
金

　

有
効
期
限
の
切
れ
た
、
国
民
健
康
保
険
（
国

保
）
の
被
保
険
者
証
や
高
齢
受
給
者
証
に
つ

い
て
は
、
４
月
１
日
以
降
に
、
町
福
祉
保
険
課
、

各
支
所
、
美
合
出
張
所
の
い
ず
れ
か
に
お
返

し
く
だ
さ
い
。

70
〜
74
歳
の
国
保
加
入
者

「
1
割
負
担
」
の
期
間
が
、
さ
ら
に

１
年
延
長
に

　

自
己
負
担
割
合
が
１
割
の
方
に
つ
い
て
は
、

有
効
期
間
を
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

22
年
３
月
31
日
ま
で
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

制
度
改
正
に
よ
り
そ
の
期
間
が
さ
ら
に
１
年

間
延
長
さ
れ
、
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
と

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
高
齢
受
給
者

証
の
記
載
内
容
が
変
更
さ
れ
ま
す
の
で
、
新

し
い
高
齢
受
給
者
証
を
お
送
り
し
ま
す
。

「
3
割
負
担
」
の
方
は
、
4
月
以
降

も
そ
の
ま
ま
使
用
可
能

　

自
己
負
担
割
合
が
３
割
の
方
（
上
位
所
得

者
）
に
つ
い
て
は
、
記
載
内
容
に
変
更
が
な

い
の
で
、
４
月
以
降
も
現
在
の
高
齢
受
給
者

証
を
そ
の
ま
ま
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
自
己
負
担
割
合
が
１
割
か
３
割
に

な
る
か
の
判
定
は
、
毎
年
８
月
１
日
を
基
準

日
と
し
て
行
い
ま
す
の
で
、
有
効
期
限
は
、

平
成
22
年
７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

学
業
の
た
め
住
所
地
を
離
れ
て
い
る

方
は
、
新
た
に
申
請
が
必
要

　

本
町
か
ら
転
出
す
れ
ば
、
通
常
は
本
町
の

国
民
健
康
保
険
が
使
え
な
く
な
り
ま
す
が
、
学

業
の
関
係
で
町
内
に
住
所
が
な
い
場
合
、
申

請
が
あ
れ
ば
本
町
の
被
保
険
者
証
（
い
わ
ゆ

る
マ
ル
学
）
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

現
在
マ
ル
学
の
被
保
険
者
証
を
お
持
ち
の

方
で
新
年
度
も
交
付
を
受
け
た
い
方
や
、
新

規
の
方
は
申
請
が
必
要
で
す
。

　

該
当
す
る
方
は
、
被
保
険
者
証
、
在
学
証

明
書
ま
た
は
学
生
証
の
写
し
、
認
め
印
を
ご

持
参
の
上
、
町
福
祉
保
険
課
、
各
支
所
、
美

合
出
張
所
の
い
ず
れ
か
の
窓
口
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

国
保
以
外
の
保
険
に
加
入
し
た
と
き

は
、
役
場
へ
の
届
け
出
が
必
要

　

速
や
か
に
、
国
保
の
被
保
険
者
証
、
加
入

し
た
社
会
保
険
の
被
保
険
者
証
、
認
め
印
を

ご
持
参
の
上
、
町
福
祉
保
険
課
、
各
支
所
、

美
合
出
張
所
の
い
ず
れ
か
の
窓
口
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

福
祉
保
険
課　

薀
（
７
３
）
０
１
２
４

　

日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
方
は
、
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組

合
な
ど
の
被
用
者
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方

を
除
き
、
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
厚
生
年
金
保
険
や
共

済
組
合
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
自
動

的
に
国
民
年
金
第
二
号
被
保
険
者
と
し
て
加

入
し
て
い
る
取
り
扱
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

会
社
を
退
職
す
れ
ば
、
本
人
と
、
扶

養
し
て
い
る
配
偶
者
は
第
一
号
被
保

険
者
に

　

大
多
数
の
方
は
、
会
社
に
勤
め
て
い
る
と

き
は
厚
生
年
金
保
険
の
適
用
を
受
け
て
い
ま

す
が
、
会
社
を
退
職
し
た
場
合
は
、
国
民
年

金
第
一
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。
扶
養
し

て
い
る
配
偶
者
が
い
る
場
合
は
、
配
偶
者
の

方
も
国
民
年
金
の
加
入
種
別
が
第
三
号
被
保

険
者
か
ら
第
一
号
被
保
険
者
に
変
わ
り
ま
す
。

変
更
手
続
き
は
、
住
民
票
の
あ
る
役

所
の
窓
口
で

　

国
民
年
金
第
一
号
被
保
険
者
に
な
っ
た
場

合
、「
国
民
年
金
被
保
険
者
種
別
変
更
（
第
一

号
被
保
険
者
該
当
）
届
」
の
提
出
が
必
要
で

す
の
で
、
年
金
手
帳
を
お
持
ち
の
上
、
住
民

票
の
あ
る
市
役
所
、
町
役
場
で
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
、
特

例
免
除
の
ご
利
用
を

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

の
保
険
料
免
除
制
度
は
本
来
、
前
年
の
所
得

を
基
に
審
査
し
ま
す
が
、
前
年
度
ま
た
は
当

年
度
に
会
社
を
離
職
し
、
失
業
し
て
い
る
こ

と
が
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
な
ど
に
よ
り

確
認
で
き
る
場
合
は
、
特
例
的
に
本
人
の
所

得
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
保
険
料
免
除
（
全

額
、
４
分
の
３
、
半
額
、
４
分
の
１
）
が
認

め
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
配
偶
者
や
世
帯
主

に
所
得
が
あ
る
と
き
は
保
険
料
免
除
が
認
め

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

免
除
の
手
続
き
も
、
住
民
票
の
あ
る

役
所
の
窓
口
で

　

保
険
料
免
除
を
希
望
す
る
方
は
、「
国
民
年

金
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
申
請
書
」
の
提

出
が
必
要
で
す
の
で
、
雇
用
保
険
受
給
資
格

者
証
な
ど
の
写
し
を
ご
持
参
の
上
、
住
民
票

の
あ
る
市
役
所
、
町
役
場
で
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

日
本
年
金
機
構
善
通
寺
年
金
事
務
所

国
民
年
金
課　

薀
（
６
２
）
１
６
６
０

3
月
31
日
ま
で
に

国
保
の
被
保
険
者
証
と
高
齢
受
給
者
証
を
郵
送
し
ま
す

60
歳
未
満
で
退
職
さ
れ
た
方
は
、
国
民
年
金
の
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
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県
政
モ
ニ
タ
ー
・
農
林
漁
家
民
宿
お
か
あ
さ
ん
・
議
会
情
報
・
宝
く
じ
助
成

県
政
モ
ニ
タ
ー　

５
０
０
人
募
集

▽
応
募
資
格
／
15
歳
以
上
（
平
成
22
年
４
月

１
日
現
在
）
の
香
川
県
内
に
在
住
し
て
い
る

方
の
う
ち
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
た
は
郵
送

を
通
じ
て
県
政
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
（
年

５
回
程
度
）
の
回
答
が
で
き
る
方
。
た
だ

し
、
①
国
や
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員

②
常
勤
の
国
家
公
務
員
や
地
方
公
務
員
③
過

去
２
年
間
に
県
政
モ
ニ
タ
ー
の
経
験
が
あ
る

方̶

は
除
き
ま
す
。
▽
募
集
期
限
／
３
月
15
日

（
月
）
※
当
日
消
印
有
効
▽
任
期
／
４
月
上

旬
〜
平
成
23
年
３
月
31
日
▽
応
募
方
法
／
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
「
応
募
入
力
フ
ォ
ー
ム
」

（h
ttp
://w

w
w
.p
ref.k

ag
aw
a.jp
/k
och
o/

m
onitor.shtm

l

）
ま
た
は
、
氏
名
（
フ
リ
ガ

ナ
）、
性
別
、
生
年
月
日
、
自
宅
電
話
番
号
（
携

帯
電
話
番
号
で
も
可
。）、
郵
便
番
号
、
住
所
、

職
業
を
書
き
、
郵
送
か
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

【
応
募
先
／
問
い
合
わ
せ
先
】

香
川
県
総
務
部
広
聴
広
報
課

広
聴
グ
ル
ー
プ
「
県
政
モ
ニ
タ
ー
担
当
」

〒
７
６
０̶

８
５
７
０
（
住
所
不
要
）

　

薀
０
８
７
（
８
３
２
）
３
０
２
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
７
（
８
６
２
）
３
０
０
０

「
農
林
漁
家
民
宿
お
か
あ
さ
ん
１
０
０

選
」
に
立
藤
留
子
さ
ん
を
選
定

　

農
林
水
産
省
と
観
光
庁
は
２
月
２
日
、
第

３
回
「
農
林
漁
家
民
宿
お
か
あ
さ
ん
１
０
０

選
」
の
一
人
に
、
琴
南
地
区
で
民
宿
を
営
ん

で
い
る
立
藤
留
子

さ
ん
＝
写
真
＝
を

選
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
１
０
０
選

は
、
農
林
漁
家
民

宿
を
営
む
女
性
の

中
か
ら
、
地
域
で
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
を
選
定
し
、
情
報

交
換
会
な
ど
を
通
じ
て
農
林
漁
家
民
宿
の
普

及
と
定
着
を
図
る
た
め
、
平
成
19
年
度
か
ら

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
今
回
で
、
過
去

２
回
の
認
定
と
合
わ
せ
計
１
０
０
人
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
県
内
で
は
、
立
藤
さ
ん
の
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

立
藤
さ
ん
は
、
薬
草
の
知
識
を
生
か
し
、
四

季
折
々
の
薬
草
を
釜
炊
き
し
た
薬
草
風
呂
を

設
置
し
た
り
、
薬
膳
御
前
を
中
心
に
し
た
山

里
な
ら
で
は
の
料
理
を
提
供
し
た
り
し
て
、

都
市
と
の
連
携
や
交
流
を
積
極
的
に
行
い
、

地
域
の
訪
問
客
増
加
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

議　

会　

情　

報

第
1
回
ま
ん
の
う
町
議
会
臨
時
会

（
会
期
／
1
月
20
日
）

【
原
案
承
認
】

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
（
ま
ん

の
う
町
農
村
地
域
工
業
等
導
入
に
関

す
る
町
税
の
特
別
措
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
）

　

農
村
地
域
工
業
等
導
入
促
進
法
第
10
条
の

地
区
等
を
定
め
る
省
令
に
基
づ
き
、
課
税
免

除
の
対
象
と
な
る
土
地
や
家
屋
、
償
却
資
産

の
取
得
期
限
を
平
成
21
年
12
月
31
日
ま
で
と

す
る
よ
う
に
、
右
記
条
例
の
一
部
を
改
正
し

ま
し
た
。

【
原
案
可
決
】

電
子
黒
板
機
能
付
き
デ
ジ
タ
ル
テ
レ

ビ
物
品
購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
平
成
21
年
度
学
校
情
報
通
信
技
術
環

境
整
備
事
業
）

　

条
件
付
き
一
般
競
争
入
札
に
よ
り

６
３
５
万
４
０
０
円
で
四
国
通
建
株
式
会
社

高
松
支
店
（
高
松
市
昭
和
町
）
と
契
約
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
等
物
品
購
入
契
約

の
締
結
に
つ
い
て
（
平
成
21
年
度
学

校
情
報
通
信
技
術
環
境
整
備
事
業
）

　

条
件
付
き
一
般
競
争
入
札
に
よ
り

８
９
２
万
５
０
０
０
円
で
田
中
通
信
工
業
株

式
会
社
（
宇
多
津
町
）
と
契
約
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
機
器
等
物
品
購
入
契

約
の
締
結
に
つ
い
て
（
平
成
21
年
度

学
校
情
報
通
信
技
術
環
境
整
備
事
業
）

　

条
件
付
き
一
般
競
争
入
札
に
よ
り

２
８
１
４
万
円
で
株
式
会
社
四
電
工
琴
平
営

業
所
（
琴
平
町
）
と
契
約
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

宝くじ助成でコミュニティーの活性化を 

　讃岐かりん太鼓、塩入自治会、後山自治会はこのほど、財
団法人自治総合センターが行っている宝くじ助成事業を活
用し、太鼓や獅子油単＝写真＝を購入しました。 
　この事業は、自治会などが行うコミュニティー活動に必
要な設備の整備などに対し助成をすることにより、コミュ
ニティーの健全な発展を図るとともに、宝くじの普及広報
事業を行うことを目的としています。 
　なお、平成23年度分の助成申請の受付については、決ま
り次第お知らせします。 
【問い合わせ先】企画政策課　�（73）0106

讃岐かりん太鼓 

後山自治会 

塩入自治会 讃岐かりん太鼓 

後山自治会 

塩入自治会 
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消
費
生
活
・
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
・
ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

■
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度

　
「
電
話
勧
誘
で
カ
ニ
を
申
し
込
ん
だ
が
、
よ

く
考
え
る
と
高
い
の
で
解
約
し
た
い
」
と
い

う
相
談
。

　

こ
う
し
た
場
合
に
役
立
つ
の
が
、
ク
ー
リ

ン
グ
オ
フ
（
無
条
件
解
約
）
制
度
。
こ
れ
は
、

訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
な
ど
で
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
を
契
約
し
た
場
合
、
一
定
期
間
（
訪
問

販
売
は
契
約
書
受
領
後
８
日
間
）
内
に
書
面

で
手
続
き
を
す
れ
ば
、
無
条
件
で
解
約
で
き

る
制
度
で
す
。

　

従
来
、
生
鮮
食
品
な
ど
は
こ
の
制
度
の
対

象
外
で
し
た
が
、
昨
年
12
月
か
ら
、
原
則
と

し
て
す
べ
て
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
が
対
象
に

な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
店
舗
や
通
信
販
売
で
買
っ
た
場

合
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
で
き
ま
せ
ん
。
事

前
に
必
要
性
や
価
格
な
ど
を
十
分
に
検
討
し

ま
し
ょ
う
。

■
健
康
食
品
の
効
果

　
「
テ
レ
ビ
の
Ｃ
Ｍ
を
見
て
、
血
糖
値
が
下
が

る
と
い
う
健
康
食
品
を
買
っ
た
が
、
３
カ
月

飲
ん
で
も
全
く
効
果
が
な
い
」
と
い
う
相
談
。

　

健
康
食
品
は
錠
剤
や
カ
プ
セ
ル
の
形
態
を

し
て
い
て
も
医
薬
品
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

食
品
の
一
つ
で
す
。
そ
れ
を
飲
む
だ
け
で
健

康
に
な
れ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
効
果

が
科
学
的
に
検
証
さ
れ
て
い
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
。

　

効
果
の
表
れ
方
に
は
個
人
差
が
あ
り
、
使

い
方
に
よ
っ
て
は
健
康
に
悪
い
影
響
を
及
ぼ

す
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
病
気
の
治
療
な
ど
、

過
大
な
期
待
を
し
て
自
己
判
断
で
安
易
に
利

用
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
通
信
販
売
の
ト
ラ
ブ
ル

　
「
通
信
販
売
で
商
品
を
買
っ
た
が
、
思
っ
て

い
た
イ
メ
ー
ジ
と
違
う
も
の
が
届
い
た
。
業

者
が
返
品
に
応
じ
て
く
れ
な
い
」「
１
回
だ
け

の
つ
も
り
で
申
し
込
ん
だ
の
に
、
定
期
購
入

の
契
約
に
な
っ
て
い
た
」
と
い
う
通
信
販
売

に
関
す
る
相
談
。

　

新
聞
・
雑
誌
の
広
告
や
テ
レ
ビ
、
カ
タ
ロ

グ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
通
信
販
売
は
、

訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
と
違
い
、
ク
ー
リ
ン

グ
オ
フ
制
度
の
対
象
外
で
す
。
事
前
に
価
格

や
商
品
の
詳
細
、
返
品
の
可
否
な
ど
の
契
約

条
件
を
十
分
に
確
認
し
て
か
ら
申
し
込
み
ま

し
ょ
う
。

【
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
先
】

香
川
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

薀
０
８
７
（
８
３
３
）
０
９
９
９

【
多
重
債
務
・
ヤ
ミ
金
融
専
用
相
談
先
】

　

薀
０
８
７
（
８
３
４
）
０
０
０
８

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果
（
敬
称
略
）

第
25
回
日
本
武
道
協
議
会
受
賞
記
念

大
会
・
第
21
回
Ｏ
Ｈ
Ｋ
杯
な
ぎ
な
た

大
会
（
琴
平
小
学
校
、
1
月
24
日
）

【
演
技
競
技
】

■
小
学
校
高
学
年
の
部

第
１
位
／
久
保
田
つ
ぐ
み
・
竹
下
知
里　

組

第
２
位
／
古
市
紗
也
・
林
田
彩
花　

組

■
中
学
校
の
部

第
１
位
／
大
岡　

光
・
秋
山
弥
生　

組

■
高
校
の
部

第
１
位
／
新
居　

絢
・
白
川
奈
緒
子　

組

第
２
位
／
森
本
香
瑠
・
濱
闢
真
衣　

組

第
３
位
／
増
田
佳
那
子
・
三
輪
晴
香　

組

■
一
般
Ａ

第
１
位
／
池
西
洋
子
・
大
東
智
美　

組

第
２
位
／
長
井
紀
子
・
吉
原
涼
子　

組

■
一
般
Ｂ

第
１
位
／
田
坂
奈
穂
・
大
岡　

響　

組

【
試
合
競
技
】

■
小
学
校
低
学
年
の
部

第
１
位
／
大
野
怜
那
▽
第
２
位
／
大
岡　

瞳

■
小
学
校
高
学
年
の
部

第
２
位
／
竹
下
知
里

■
中
学
校
の
部

第
１
位
／
秋
山
弥
生
▽
第
２
位
／
大
岡　

光

■
高
校
の
部

第
２
位
／
白
川
奈
緒
子
▽
第
３
位
／
森
本
香

瑠■
一
般
の
部

第
２
位
／
大
東
智
美

　ノロウイルスによる感染性胃腸炎や食中毒は、

1年を通して発生します。主な原因食品は、カキ

などの二枚貝や、感染した人から二次汚染された

食品です。

■ウイルスの特徴

　人から人に感染▼人の腸内でのみ増殖し、食品

中では増えない▼潜伏期間は24～48時間▼主な

症状は激しい嘔吐や吐き気、下痢、発熱で、多くは1

～2日で回復。

■予防方法

　カキなどの二枚貝は生食せず十分に加熱調理を

▼トイレの後や調理前には、必ずせっけんで十分

な手洗いを▼まな板やざるなどの調理器具類はよ

く洗い清潔に保つ。特に、カキなどの二枚貝を扱っ

た後の洗浄は徹底を▼嘔吐物や排せつ物は衛生的

に処理を。

■消毒方法

　熱湯や塩素系漂白剤が有効。

│
香
川
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
│

暮
ら
し
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

ノロウイルスによる
食中毒にご注意を
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貯
筋
講
座
� 

講
師
／
四
国
学
院
大
学
社
会
学
部
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科 

　
　
　
片
山
昭
彦
　
准
教
授 

貯
筋
講
座
・
か
ん
た
ん
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

　

こ
の
講
座
で
は
、
筋
肉
を
増
や
す
こ
と
に

よ
り
基
礎
代
謝
量
を
高
め
、
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー

量
を
増
や
し
、
太
り
に
く
い
体
質
を
手
に
す

る
こ
と
を
勧
め
て
き
ま
し
た
。
筋
力
は
、
年

齢
に
関
係
な
く
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
続
け
る

こ
と
で
増
し
、
生
活
の
質
の
向
上
も
期
待
で

き
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
食
事
と
運
動
（
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
）
の
関
係
、
い
わ
ゆ
る
収
支
の

関
係
も
大
切
で
す
。

Ａ
さ
ん
、
Ｂ
さ
ん
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
成
果
は
？

　

毎
回
ご
紹
介
し
て
い
る
Ａ
さ
ん
と
Ｂ
さ
ん

の
測
定
デ
ー
タ
の
推
移
は
左
図
の
と
お
り
で

す
。
Ａ
さ
ん
は
マ
イ
ペ
ー
ス
型
。
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
ゆ
っ
く
り
じ
っ
く
り
取
り
組
み
ま
し
た
。

数
値
上
で
は
、
わ
ず
か
な
改
善
で
す
が
、「
階

段
を
息
切
れ
せ
ず
に
上
れ
る
よ
う
に
な
り
、

体
の
軽
さ
を
感
じ
た
」
と
、
気
持
ち
の
上
で

は
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
一
方

Ｂ
さ
ん
は
、
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
で
頑
張
り

過
ぎ
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
ペ
ー
ス
ダ
ウ
ン
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
浮
き
沈
み
を
経

験
し
、「
自
分
の
努
力
次
第
で
、
理
想
に
近
づ

く
こ
と
が
で
き
る
自
信
が
持
て
た
」
と
、今
は
、

大
き
な
流
れ
の
中
で
、
自
分
の
身
体
と
向
き

合
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
何
よ
り
、
お
二
人

が
言
わ
れ
て
い
た
の
は
、「
運
動
の
楽
し
さ
を

味
わ
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
決
し
て

義
務
感
を
持
ち
な
が
ら
取
り
組
ま
な
い
で
く

だ
さ
い
。
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
が
、
理
想
と
す

る
姿
を
思
い
描
く
こ
と
が
や
る
気
に
つ
な
が

り
ま
す
。

今
月
の
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

里
山
散
策

　

里
山
は
、
自
然
が
つ
く
っ
て
く
れ
た
立
派

で
、
効
果
的
で
、
そ
し
て
楽
し
め
る
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
施
設
で
す
。
早
起
き
す
る
、
大
ま
た

で
歩
く
、
腕
を
し
っ
か
り
振
る
、
横
歩
き
な
ど
、

意
識
の
持
ち
よ
う
で
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
で
き
ま
す
。
何
よ
り
気
持

ち
が
い
い
。
歩
く
時
間
や
場
所
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ペ
ー
ス
で
始
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。
最

初
は
30
分
だ
け
で
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

会
員
に
な
っ
て
「
花
見
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
」
に
参
加
し
よ
う

▽
対
象
者
／
「
か
ん
た
ん
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
」

の
会
員
と
そ
の
家
族
の
方
▽
日
時
／
３
月
17

日
（
水
）
午
後
１
時
〜
午
後
３
時
▽
内
容
／

満
濃
池
森
林
公
園
駐
車
場
に
集
合
し
、
公
園

内
を
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
し
ま
す
。
桜
を
は
じ
め

と
す
る
春
の
草
花
を
眺
め
な
が
ら
、
春
の
風

を
感
じ
ま
し
ょ
う
。
▽
参
加
費
／
無
料
▽
申

込
締
め
切
り
日
／
３
月
15
日
（
月
）
▽
そ
の

他
／
前
日
の
天
気
予
報
が
雨
（
曇
り
時
々
雨

な
ど
の
場
合
も
）
で
あ
れ
ば
中
止
し
ま
す
。
当

日
は
各
自
飲
み
物
を
ご
用
意
の
上
、
動
き
や

す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
先
／
問
い
合
わ
せ
先
】

健
康
生
き
が
い
ル
ー
ム
（
満
濃
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
２
階
）　

薀
（
７
３
）
２
７
０
６

運
動
の
楽
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
で
、
近
づ
く
理
想
の
姿

　「
か
ん
た
ん
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
」に
、新
し
い
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
マ
シ
ン
１
台
で
胸
や
背
中
、足
の
筋
肉
を
効
果
的
に
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す=

写
真
。 

　
ス
リ
ム
に
な
り
た
い
女
性
の
方
や
、夏
に
向
か
っ
て
体
を
引
き
締
め
た
い
男
性
の
方
に
も
対
応

で
き
る
本
格
派
の
マ
シ
ン
で
す
。ぜ
ひ
１
度
ご
体
験
く
だ
さ
い
。【
問
い
合
わ
せ
先
】健
康
生
き
が

い
ル
ー
ム（
満
濃
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
２
階
）�（
７
３
）２
７
０
６ 

0

10

20

30

40

50

60

0

10

20

30

40

50

60

70

80

体重 

筋肉量 

脂肪量 

体重 

筋肉量 

脂肪量 

（kg） 

（kg） 
5月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 

5月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 

これまでの測定データの推移 
Aさん（女性、50歳代） 

Bさん（男性、30歳代） 

51.50 51.55 50.20 49.90 50.35 50.65 50.40 51.25

35.40 35.45 35.00 34.50 34.85
36.50

34.25 34.60

14.05 13.95 13.10 13.35 13.45 14.15 14.15 14.60

77.25

69.50 67.55
70.45 71.70 69.00 70.20

73.00

57.00 55.60 54.80 55.90 56.40 54.30 54.10 55.20

17.15

10.85 9.75 11.50 12.20 11.75 13.15
14.85
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ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
へ
の
道

　

今
回
は
、
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
養
成
講
座
の
調
理

実
習
で
行
っ
た
「
子
育
て
世
代
の
た
め
の
栄
養

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
」
に
つ
い
て
取
り
上

げ
ま
す
。

子
育
て
世
代
は
メ
タ
ボ
世
代
？

　

食
べ
盛
り
の
中
学
・
高
校
生
を
持
つ
40
、
50

代
は
、
子
ど
も
に
合
わ
せ
た
高
カ
ロ
リ
ー
の

食
生
活
を
す
る
こ
と
が
多
く
、
基
礎
代
謝
が
急

激
に
下
が
り
始
め
る
こ
の
時
期
か
ら
は
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
、

以
下
メ
タ
ボ
）
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

メ
タ
ボ
を
予
防
す
る
に
は

　

メ
タ
ボ
を
防
ぐ
た
め
の
心
得
と
し
て
次
の
よ

う
な
事
項
が
あ
り
ま
す
。

■ 

目
標
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
（
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
）
を

心
掛
け
る
。

　

算
出
式
は
、
身
長
（
ｍ
）
×
身
長
（
ｍ
）
×

22
×
25
〜
30
。
家
事
や
事
務
仕
事
な
ど
の
場
合

は
25
に
、
農
作
業
な
ど
体
を
使
う
仕
事
の
場
合

は
30
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
に
し
ま
す
。

■
脂
肪
の
取
り
過
ぎ
に
気
を
付
け
る
。

■ 

ジ
ュ
ー
ス
や
お
菓
子
、
清
涼
飲
料
水
な
ど
糖

分
の
多
い
食
品
は
食
べ
過
ぎ
な
い
。

■ 

適
度
な
飲
酒
（
１
合
程
度
）
を
心
掛
け
、
週

２
回
は
休
肝
日
を
設
け
る
。

■
塩
辛
い
味
付
け
は
避
け
る
。

　

こ
れ
ら
の
ほ
か
に
禁
煙
や
、
十
分
な
睡
眠
・

休
養
を
取
る
な
ど
生
活
全
般
の
改
善
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

調
理
実
習
の
メ
ニ
ュ
ー
を
参
考
に
す

る
と

　

今
回
は
親
だ
け
で
な
く
子
ど
も
も
満
足
い

く
よ
う
な
メ
ニ
ュ
ー
と
い
う
こ
と
で
実
習
を

行
い
ま
し
た
。
家
族
全
員
同
じ
メ
ニ
ュ
ー
で

も
量
を
調
整
す
れ
ば
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
た
め
に
別

メ
ニ
ュ
ー
を
作
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ポ
イ

ン
ト
は
、
空
腹
感
を
満
た
す
た
め
に
も
低
カ
ロ

リ
ー
食
材
を
う
ま
く
利
用
し
副
菜
で
お
腹
を
満

た
す
こ
と
で
す
。

　

主
食
／
ご
は
ん
１
５
０
ｇ
▽
主
菜
／
キ
ャ
ベ

ツ
た
っ
ぷ
り
煮
込
み
ハ
ン
バ
ー
グ
▽
副
菜
／
こ

ん
に
ゃ
く
の
オ
ラ
ン
ダ
煮
▽
副
菜
／
野
菜
の
千

切
り
ス
ー
プ
▽
デ
ザ
ー
ト
／
豆
乳
ヨ
ー
グ
ル
ト

ゼ
リ
ー
。

ち
ょ
っ
と
し
た
一
工
夫
で
ヘ
ル
シ
ー

メ
ニ
ュ
ー
に
大
変
身

　

メ
タ
ボ
予
防
な
の
に
肉
料
理
と
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
育
ち
盛
り
の
子
ど
も
に

と
っ
て
は
、
体
を
つ
く
る
た
め
に
必
要
な
タ
ン

パ
ク
質
を
し
っ
か
り
取
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
れ
な
ら
ば
、
子
ど
も
の
大
好
き
な
肉
料
理
を

一
工
夫
で
カ
ロ
リ
ー
ダ
ウ
ン
さ
せ
て
し
ま
い
ま

し
ょ
う
。ま
ず
は
肉
の
分
量
を
半
分
に
減
ら
し
、

脂
身
の
な
い
赤
身
の
合
い
び
き
肉
を
使
用
し
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
ミ
ニ
ハ
ン
バ
ー

グ
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
キ
ャ
ベ
ツ
と
生
シ

イ
タ
ケ
を
加
え
ボ
リ
ュ
ー
ム
ア
ッ
プ
を
図
り
ま

す
。
こ
の
時
、
キ
ャ
ベ
ツ
と
生
シ
イ
タ
ケ
は
み

じ
ん
切
り
に
し
電
子
レ
ン
ジ
で
加
熱
し
ま
す
。

な
る
べ
く
余
分
な
油
を
使
わ
な
い
た
め
に
、
電

子
レ
ン
ジ
で
の
加
熱
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

副
菜
は
低
カ
ロ
リ
ー
の
定
番
食
材
「
こ
ん

に
ゃ
く
」
で
す
。
格
子
状
に
切
り
目
（
鹿
の
子

切
り
）
を
入
れ
る
こ
と
で
味
を
な
じ
み
や
す
く

し
、
さ
ら
に
サ
イ
コ
ロ
状
に
切
る
こ
と
で
か
む

回
数
が
増
し
、
脳
の
満
腹
中
枢
を
刺
激
す
る
こ

と
か
ら
ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

ス
ー
プ
は
よ
く
煮
込
む
こ
と
で
繊
維
も
柔
ら

か
く
な
り
、
た
く
さ
ん
の
野
菜
を
１
度
に
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
上
、
い
ろ
い
ろ
な
野

菜
か
ら
出
る
う
ま
味
に
よ
り
薄
味
で
も
十
分
お

い
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。

「
食
後
の
菓
子
パ
ン
」
で
元
の
も
く

あ
み
に

　

皆
さ
ん
は
、
食
後
に
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が

ら
「
ち
ょ
っ
と
一
口
」
と
言
っ
て
、
菓
子
パ
ン

を
食
べ
て
は
い
ま
せ
ん
か
。
メ
ロ
ン
パ
ン
や
デ

ニ
ッ
シ
ュ
パ
ン
は
糖
質
や
脂
質
が
多
く
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
何
と
１
食
分
に
相
当
す
る
５
０
０
〜

６
０
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
で

は
食
後
に
も
う
１
食
食
べ
て
い
る
よ
う
な
も
の

で
す
。
せ
っ
か
く
ヘ
ル
シ
ー
料
理
を
作
っ
て
も

工
夫
の
か
い
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

以
上
の
こ
と
を
参
考
に
、
目
標
エ
ネ
ル
ギ
ー

量
に
近
づ
け
る
よ
う
に
３
度
の
食
事
を
工
夫
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

｜
 

私
た
ち
の
健
康
は
、
私
た
ち
の
手
で ｜

中讃テレビ「食育工房」
　今月の出演者は、まんのう町食生活改善
推進協議会の三井惠子さん＝写真右＝と特
別ゲストの竹林昌秀さん＝写真中央。

　テレビで紹介された料理レシピ（全品）
は、町ホームページや、健康増進課、各支
所の窓口で手に入ります。

絶賛放送中 
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食改の 
食育だより 
食改の 

食育だより 
食改の 
食育だより 

運動 
水 

主食 

副菜 

主菜 
果
物 

牛
乳
・ 

乳
製
品 

おやつ 

フルーツパフェ 

オニオン卵 オニオン卵 

ワンプレートで栄養たっぷりの 
朝食メニューを作ろう。 

ラップおにぎり、オニオン卵、簡単サラダ 
フルーツパフェ 

ラップおにぎり 

オニオン卵 

フルーツパフェ 

玉ネギを1.5cmの輪切りにし、 
外側の2つの輪のみ残す。 

油をひいたフライパンに玉ネギを 
並べ、片面を焼く。 
同時に、1cmに切ったベーコンも 
焼く。 

片面に焼き目がつけば裏返し、 
真ん中に卵を割り入れ、火を通す。 
皿に盛り、ケチャップを添える。 

サラダ 

●エネルギー 134kcal ●タンパク質 7.3ｇ ●脂質 9.1ｇ ●食物繊維 0.7ｇ ●食塩 0.4ｇ 

※メニューをコマにあてはめると 

作り方 

●卵（M寸） 4個　●玉ネギ（中～大） 1玉　●ベーコン 20g　 
●油 小さじ2　●ケチャップ 大さじ1

600kcal台の栄養バランスメニュー 

食べた物を食事バランスガイドのコマにあてはめてみましょう。 

材料（4人分） 

1 2 3

　

長
炭
地
区
母
子
愛
育
会
（
平
田
千
波
会
長
）

で
は
、
地
域
の
子
育
て
支
援
の
た
め
に
い
ろ

い
ろ
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
乳
幼
児
を
抱
え
る
母
親
た
ち
へ

の
、
地
域
の
母
親
の
声
や
育
児
サ
ー
ク
ル
情

報
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
、
町
母
子
愛
育
連
絡

協
議
会
の
季
刊
紙
「
す
く
す
く
だ
よ
り
」
の

配
布
＝
写
真
＝
や
、
声
か
け
訪
問
で
す
。

　

以
前
は
、
各
世
帯
へ
の
訪
問
時
に
「
訪
問

連
絡
カ
ー
ド
」
を
手
渡
し
、
そ
れ
を
通
じ
て

母
親
と
愛
育
班
員
は
子
育
て
の
疑
問
を
解
決

し
た
り
、
乳
幼
児
の
健
康
な
ど
の
こ
と
な
ら
、

愛
育
班
員
が
町
の
保
健
師
に
取
り
次
ぎ
、
解

決
を
図
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

カ
ー
ド
の
や
り
取
り
で
は
問
題
解
決
に
数
カ

月
も
か
か
る
こ
と
が
あ
り
、
電
話
や
パ
ソ
コ

ン
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
は
、
次
第
に
こ
の
や
り
方
は
行

わ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
に
な
っ
た
今
で
も
「
声
か
け
訪

問
」
の
重
要
性
は
何
ら
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

か
つ
て
カ
ー
ド
で
や
り
取
り
を
し
て
い
て

今
は
愛
育
班
員
と
な
っ
た
人
か
ら
の
「
子
ど

も
の
成
長
を
気
に
か
け
て
く
れ
て
い
る
人
々

の
存
在
は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」
と
い
う
声

や
、
訪
問
を
受
け
た
母
親
か
ら
の
「
ま
ん
の

う
町
に
来
て
、
子
ど
も
と
外
を
散
歩
す
る
だ

け
で
声
を
か
け
て
も
ら
っ
た
り
、
お
菓
子
を

頂
い
た
り
し
ま
す
。
声
か
け
訪
問
に
は
最
初

戸
惑
っ
た
の
で
す
が
、
親
し
く
な
れ
る
と
、

心
強
く
感
じ
ま
す
」
と
い
う
声
を
聞
く
と
、

愛
育
班
員
に
よ
る
声
か
け
訪
問
は
、
乳
幼
児

や
そ
の
母
親
を
、
家
庭
内
に
と
ど
め
て
お
か

ず
に
、
地
域
み
ん
な
の
温
か
い
眼
差
し
で
包

み
込
み
、
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境

づ
く
り
に
一
役
買
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
「
声
か
け
」
の
力
を
信
じ
、
愛
育
班

員
ら
は
地
道
な
活
動
を
今
日
も
続
け
て
い
ま

す
。基

礎
デ
ー
タ

▽
結
成
年
月
日
／
昭
和
31
年
４
月
１
日
▽
愛

育
班
員
数
／
52
人
▽
会
員
数
／
７
２
３
人

愛
育
だ
よ
り
・
食
育
だ
よ
り

愛
育
だ
よ
り
④ 

―
長
炭
地
区
母
子
愛
育
会
編
― 
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48

阿
讃
南
部
終
戦
時
を
省
み
る
 

　

国
籍
や
言
葉
が
違
い
な
が
ら
も
、
日

本
人
に
混
じ
り
外
国
人
が
そ
の
地
域
の

生
活
者
と
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を
つ
く

る
た
め
に
は
、行
政
だ
け
で
な
く
、個
々

の
状
況
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
存
在
も
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

例
え
ば
、
教
育
分
野
に
お
い
て
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
小
中
学

校
の
授
業
現
場
で
の
日
本
語
教
師
や
補

助
者
の
人
員
不
足
を
補
う
た
め
に
、
他

県
で
は
行
政
に
よ
る
解
決
を
待
つ
の
で

は
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
教
科
指
導

や
宿
題
補
助
な
ど
の
学
習
支
援
を
外
国

人
児
童
生
徒
に
行
い
、
個
々
の
要
望
や

日
本
語
習
得
段
階
、
学
年
に
合
わ
せ
た

き
め
細
か
な
対
応
を
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
県
教
育
委
員
会
が
日
本
語
の
不

自
由
な
外
国
人
児
童
生
徒
の
た
め
に
、

彼
ら
が
在
籍
す
る
小
中
学
校
へ
特
別
非

常
勤
講
師
を
派
遣
し
、
日
本
語
指
導
な

ど
を
行
っ
て
い
る
も
の
の
、
講
師
の
派

遣
回
数
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
外
国

人
児
童
生
徒
の
教
育
支
援
が
十
分
と
は

言
え
な
い
状
況
に
対
処
し
た
形
で
す
。

こ
う
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
に
よ

り
、
外
国
人
児
童
生
徒
の
授
業
理
解
度

を
高
め
る
と
と
も
に
、
学
習
意
欲
の
向

上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
あ
る
県
で
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
市
や
県
教
育
委
員
会
に
働

き
掛
け
、
共
催
と
い
う
形
で
外
国
人
の

た
め
の
進
学
説
明
会
を
多
言
語
で
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
言
葉
の
壁
だ
け
で

な
く
受
験
に
関
す
る
情
報
不
足
や
保
護

者
の
理
解
不
足
な
ど
か
ら
、
受
験
の
際

の
外
国
人
枠
や
特
例
措
置
の
こ
と
を
知

ら
ず
学
習
意
欲
が
あ
っ
て
も
進
学
を
あ

き
ら
め
て
い
る
外
国
人
生
徒
へ
の
支
援

を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。
行
政
と
連

携
す
る
こ
と
で
、
よ
り
詳
細
な
進
学
情

報
の
提
供
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
今

で
は
、
こ
の
県
で
行
わ
れ
て
い
る
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
行
政
の
連
携
に
よ
る
多

言
語
で
の
進
学
説
明
会
が
各
県
へ
と
広

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
外
国
人
支
援
は
、
行
政
が
す
ぐ
に
は

対
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
を

補
う
だ
け
で
な
く
、
行
政
と
連
携
す
る

こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
外
国
人
に
よ
り

良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
仕
組
み

を
つ
く
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
こ
で

町
国
際
交
流
協
会
で
は
、
町
内
で
の
外

国
人
支
援
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

育
成
や
研
修
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
行
政
と
が
連
携
し
て
取

り
組
め
る
体
制
づ
く
り
も
進
め
て
い
ま

す
。外
国
人
支
援
に
関
心
が
あ
り
、き
っ

か
け
や
活
動
の
場
を
探
し
て
い
る
方

は
、
協
会
（
薀
７
５
・
０
２
０
０
、
か

り
ん
会
館
内
、
水
曜
日
休
館
）
に
ぜ
ひ

一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
町
国
際
交
流
協
会　

西
川
亜
里
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
行
政
と
の
連
携
で
、
地
域
の
外
国
人
支
援
を
変
え
る

　

阿
讃
山
麓
の
寒
さ
厳
し
い
霜
の
朝
。
午
前

八
時
ご
ろ
、
日
の
丸
の
国
旗
を
掲
げ
、
整
列

す
る
若
者
た
ち
が
毎
朝
力
一
杯
唱
和
す
る
「
イ

ヤ
サ
カ
」
の
声
が
響
く
。
時
は
昭
和
十
七
年

早
春
。
こ
こ
は
満
蒙
開
拓
義
勇
軍
訓
練
道
場

だ
っ
た
。
小
学
校
高
等
科
卒
業
以
上
の
少
年

た
ち
が
軍
事
と
開
拓
技
術
を
習
得
し
満
州
に

渡
り
、
開
拓
後
の
土
地
に
大
農
業
を
営
む
制

度
だ
っ
た
。
戦
斗
帽
に
作
業
服
。
質
素
な
姿

だ
が
、
大
き
な
夢
を
胸
に
抱
い
て
い
た
と
思

う
。
そ
し
て
県
農
事
講
習
所
。
種
畜
場
、
県

林
業
試
験
場
と
引
き
継
が
れ
現
在
に
至
る
。

今
、
国
有
林
は
五
十
町
余
り
の
試
験
場
に

な
っ
て
い
る
。
満
州
に
渡
っ
た
友
は
帰
っ
て

来
な
い
。
昭
和
十
二
年
日
支
事
変
が
始
ま
っ

た
。
昭
和
十
五
年
全
通
し
た
土
讃
線
で
、
銃

を
白
布
で
巻
い
た
兵
隊
が
朝
に
夕
に
戦
地
に

向
か
っ
た
。
昼
は
小
旗
、
夜
は
ち
ょ
う
ち
ん

で
見
送
っ
た
。
ま
さ
に
歓
呼
の
声
で
あ
っ
た
。

友
の
父
も
出
征
し
た
。
か
わ
い
そ
う
だ
と
思
っ

た
。
出
征
す
る
時
、
出
立
ち
と
い
っ
て
、
親

戚
知
人
兄
弟
の
別
れ
の
宴
を
し
、
氏
神
で
武

運
長
久
の
お
参
り
を
し
、
駅
前
で
壮
行
の
見

送
り
と
出
征
兵
士
の
お
礼
と
決
意
宣
言
な
ど

が
あ
り
、
列
車
の
窓
か
ら
手
を
振
っ
て
征
く
。

今
の
成
人
式
の
年
齢
だ
っ
た
。
立
派
に
征
っ

た
。
昭
和
十
九
年
十
一
月
末
、
Ｂ
29
二
機
が

大
川
山
の
東
を
北
上
し
た
。
飛
行
機
雲
を
二

本
引
い
て
い
た
。
こ
れ
が
香
川
県
人
初
の
敵

機
だ
っ
た
。
昭
和
二
十
年
大
阪
大
空
襲
の
た

め
、
列
車
脱
線
の
た
め
、
真
っ
黒
な
服
で
鍋

釜
を
担
い
で
琴
平
か
ら
線
路
を
歩
い
て
来
る

戦
災
者
の
人
た
ち
の
群
れ
、
中
学
上
級
生
の

学
徒
出
陣
も
相
次
ぎ
入
隊
入
校
が
続
い
た
。

　

塩
入
に
海
軍
航
空
隊
、
春
日
に
詫
間
か
ら

予
科
練
生
数
十
人
が
民
泊
。
堀
切
峠
に
は
自

動
車
部
隊
が
地
下
壕
を
多
数
つ
く
っ
て
い
た
。

本
土
決
戦
の
た
め
、
長
い
軍
用
列
車
は
高
知

へ
と
南
下
は
連
日
続
い
て
い
く
。

　

そ
し
て
現
在
の
帆
山
公
民
館
前
踏
切
の
北

に
松
根
油
蒸
留
製
造
工
場
が
出
来
た
。
各
地

か
ら
松
根
が
山
の
よ
う
に
集
ま
り
、
黒
茶
色

の
原
油
が
数
十
本
も
出
来
て
い
た
の
を
見
た
。

四
月
上
旬
、
駅
構
内
に
陸
軍
の
重
砲
が
十
門

余
り
並
べ
ら
れ
て
お
り
、
ち
ょ
う
ど
満
開
の

桜
の
枝
を
切
り
偽
装
さ
れ
て
お
り
二
日
く
ら

い
で
見
え
な
く
な
っ
た
。
中
学
生
や
女
学
生

も
低
学
年
が
多
く
乗
降
し
て
お
り
、
入
隊
入

校
す
る
者
も
見
送
る
者
も
少
な
く
な
っ
た
。

桜
の
花
も
散
り
終
わ
る
こ
ろ
。
海
軍
航
空
兵

が
り
り
し
く
搭
乗
員
服
に
飛
行
メ
ガ
ネ
、
帽

子
を
被
り
帰
隊
中
と
見
え
た
。
あ
ま
り
見
た

こ
と
が
な
い
の
で
、
周
り
に
そ
れ
と
な
く
集

ま
っ
た
。

　

後
日
分
か
っ
た
の
は
、
特
攻
出
撃
の
た
め

両
親
に
お
別
れ
の
帰
省
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
。

五
月
に
九
州
南
方
で
空
に
散
っ
た
と
伝
え
ら

れ
た
。

　

今
静
か
に
塩
入
駅
や
故
郷
を
流
れ
て
い
っ

た
戦
前
の
歴
史
を
部
分
的
に
語
る
次
第
で
あ

る
。

（
文
責　

大
口　

和
泉
數
彦
）

ふ
る
さ
と
探
訪
・
多
文
化
共
生
へ
の
扉
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シ
リ
ー
ズ
 

「
暮
ら
し
の
中
の
人
権
問
題
（9）
」
 

「
は
だ
い
ろ
」
？絵

の
具
と
人
権

　

学
校
時
代
に
図
画
や
工
作
が
得
意
だ
っ

た
方
も
い
る
で
し
ょ
う
。

　

人
の
顔
を
塗
る
時
に
は
「
は
だ
い
ろ
」

の
絵
の
具
を
使
い
ま
し
た
。
赤
、
黄
、
白

の
三
色
を
混
ぜ
た
色
で
す
。「
は
だ
い
ろ
」

と
い
う
絵
の
具
チ
ュ
ー
ブ
が
あ
り
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
最
近
、
絵
の
具
な
ど
色
の

呼
び
方
が
変
わ
り
ま
し
た
。
あ
る
メ
ー
カ
ー

は
「
う
す
だ
い
だ
い
」、
別
の
メ
ー
カ
ー
は

「
ペ
ー
ル
オ
レ
ン
ジ
」、「
ラ
イ
ト
オ
レ
ン
ジ
」

な
ど
と
名
前
を
変
え
て
い
ま
す
。
絵
の
具

だ
け
で
は
な
く
、
ク
レ
ヨ
ン
や
パ
ス
テ
ル

ク
レ
ヨ
ン
な
ど
も
呼
び
名
が
変
わ
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
国
際
化
が
進
み
、

各
地
の
小
学
校
な
ど
に
さ
ま
ざ
ま
な
肌
の

色
の
異
な
る
外
国
籍
の
子
ど
も
た
ち
が
増

え
た
こ
と
で
す
。
も
う
一
つ
は
、
日
本
政

府
が
国
連
の
人
種
差
別
撤
廃
条
約
を
批
准

し
、
人
種
差
別
を
し
な
い
国
に
仲
間
入
り

し
た
こ
と
で
す
。
子
ど
も
の
絵
の
具
な
ど

に
も
人
権
が
影
響
す
る
時
代
に
な
っ
て
い

ま
す
。
早
速
、
絵
の
具
箱
を
開
け
て
確
か

め
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
香
川
人
権
研
究
所
）

4
月
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
準
備
中

も
う
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い

　

昨
年
８
月
か
ら
実
施
し
て
い
た
増
築
改
修
工
事
が
３
月
上
旬
、
完
成
予
定
で
す
。

　

工
事
完
了
後
３
月
末
ま
で
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
の
準
備
を
し
ま
す
の

で
、
３
月
開
催
の
講
座
は
仮
設
プ
レ
ハ
ブ
で
行
い
ま
す
。
４
月
か
ら
は
、
新
し
く
な
っ

た
長
尾
会
館
で
従
来
ど
お
り
講
座
な
ど
を
行
い
ま
す
。
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
大

変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
何
と
ぞ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

長
尾
会
館
薀
（
７
９
）
２
０
２
１

フ
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
よ
う
に
な
る
た
め
に

　

十
月
三
十
日
、「
仲
良
し
集
会
」
が

あ
り
ま
し
た
。「
い
じ
め
ゼ
ロ
宣
言
」

の
後
、
六
年
生
が
、「
思
い
や
り
戦
た

い
フ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
に
変
身
し
て
登
場

し
ま
し
た
。
フ
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
い
じ

め
ゼ
ロ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

で
す
。
け
ん
か
や
仲
間
は

ず
れ
を
止
め
る
「
と
も
だ

ち
ピ
ン
ク
」、
け
ん
か
や

仲
間
は
ず
れ
は
な
い
か
と

注
意
し
て
見
の
が
さ
な
い

「
と
も
だ
ち
イ
エ
ロ
ー
」、

進
ん
で
友
達
づ
く
り
を
し

た
り
困
っ
て
い
る
人
に
声

を
か
け
た
り
す
る
「
と
も

だ
ち
ブ
ル
ー
」
の
三
人
で

す
。

　

全
校
生
が
ど
の
フ
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
な

る
か
決
め
ま
し
た
。
ぼ
く
は
「
と
も
だ

ち
ブ
ル
ー
」
に
決
め
ま
し
た
。
進
ん
で

何
か
を
す
る
の
が
苦
手
な
の
で
、
は
ず

か
し
が
ら
ず
に
自
分
か
ら
声
を
か
け
る

こ
と
を
が
ん
ば
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
前
、
友
達
が
困
っ
て
い
た
の
で

声
を
か
け
ま
し
た
。
友
達
は
と
て
も
よ

ろ
こ
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
勇
気
を
出
し

て
声
か
け
し
て
よ
か
っ
た
で
す
。

仲
間
は
ず
れ
の
な
い
よ
う
に

　

十
二
月
九
日
、
人
権
出
前
授
業
が
あ

り
ま
し
た
。「
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
と
い
う

ビ
デ
オ
を
見
ま
し
た
。

　

友
達
か
ら
仲
間
は
ず
れ
に
さ
れ
て
い

た
あ
や
か
な
の
に
、
い
じ
わ
る
し
て
い

る
み
ゆ
き
の
犬
を
さ
が
し

た
の
は
、
す
ご
い
な
あ
と

思
い
ま
し
た
。
そ
の
お
か

げ
で
、
ま
た
仲
良
く
な
れ

ま
し
た
。
い
じ
め
や
仲
間

は
ず
れ
は
、
し
て
い
る
人

だ
け
で
な
く
見
て
い
る
だ

け
で
何
も
し
な
い
の
も
同

じ
こ
と
な
ん
だ
と
分
か
り

ま
し
た
。

　
「
言
っ
ち
ゃ
だ
め
、
自

分
が
言
わ
れ
て
い
や
な
こ

と
」「
ね
え
、
み
ん
な
見
て
見
ぬ
ふ
り

は
や
め
よ
う
よ
」。
こ
の
二
つ
の
合
言

葉
を
わ
す
れ
ず
に
、
だ
れ
と
も
仲
良
く

し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

仲
良
し
集
会
の
時
、
ぼ
く
は
、「
と

も
だ
ち
ブ
ル
ー
」
に
な
り
ま
し
た
。
休

み
時
間
に
は
、
年
下
の
子
や
高
学
年
の

人
と
い
っ
し
ょ
に
仲
良
く
遊
ん
で
い
ま

す
。
困
っ
て
い
る
人
の
相
談
に
も
の
り

ま
し
た
。
進
ん
で
仲
良
く
す
る
と
楽
し

い
で
す
。

人
権
コ
ラ
ム
・
会
館
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
人
権
作
文
コ
ー
ナ
ー

琴南小学校
4年

三好　陶太

琴南小学校
4年

吉原　秀俊
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◆ 第8回讃岐うどんつるつる
ツーデーウオーク

◆開催日／ 4月3日（土）、4日（日）※
雨天決行◆会場／ JR坂出駅前市民
広場◆コース／（1日目）崇徳上皇・
へんろ道コース、（2日目）瀬戸大橋・

万葉の島コース※2日間とも5㎞、10

㎞、20㎞、35㎞の4コースあり。◆
スタート時間／（35㎞コース）午前8
時、（20㎞コース）午前8時45分、（10

㎞コース）午前8時55分、（5㎞コー

ス）午前10時※各コースともスター

ト30分前までに受付を済ましておい

てください。◆参加費／ 1500円（5
㎞コースは1000円）、中学生800円（5

㎞コースは500円）、小学生以下無料

（保護者同伴のこと）※2日間参加も1

日参加も同額。◆申し込み方法／最
寄りの郵便局から次の口座に振り込

んでください。口座番号／ 01610－

8－108299、口座名／讃岐つるつる

ウオーク実行委員会※事務局に「申

込用紙付きパンフレット」あり。電

話でお申し込みいただければ、すぐ

にパンフレットをお送りします。◆
申し込み期限／ 3月19日（金）※当日
の受付も行いますが、準備の都合上

なるべく期限内にお申し込みくださ

い。◆その他／坂出市立東部小学校
（坂出市室町1－1－21）運動場に参加

者用無料駐車場を設けていますが、

なるべく公共交通機関をご利用くだ

さい。

【申し込み先／問い合わせ先】

讃岐うどんつるつるツーデーウオー

ク実行委員会事務局

　薀0877（45）4401

◆内閣府青年国際交流事業
　参加者
◆実施事業／①国際青年育成交流（9
月・18日間）②日本・中国青年親善

交流（9月・15日間）③日本・韓国青

年親善交流（9月・15日間）④世界青

年の船（平成23年1～3月・41日間）⑤

東南アジア青年の船（10～12月・52

日間）⑥青年社会活動コアリーダー

育成プログラム（10月・10日間）◆応

募資格／ 18～30歳、⑥のみ23～40
歳◆募集期間／ 2月22日（月）～3月23
日（火）※当日消印有効◆その他／応
募要項や申込書などは、各市町やア

イパル香川（香川国際交流会館、高

松市番町一丁目11－63）などで配布

しています。なお、この事業の詳

細については、内閣府ホームページ

（http://www.cao.go.jp/koryu/）でも

ご覧いただけます。

【応募先／問い合わせ先】

香川県総務部県民活動・男女共同参

画課　総務・青少年グループ

　薀087（832）3195

◆平成22年度
　電気通信サービスモニター
◆応募資格／電話やインターネット
などの電気通信サービスに関心があ

る満20歳以上の方で、「◆活動内容」

の活動を行うことが可能な方。ただ

し、総務省、電気通信事業者に勤務

経験のある方やその方のご家族を除

きます。◆活動内容／①総務省が実
施するアンケート調査（年2回実施予

定）への回答（全員）②各地域で総務

省が開催するモニター会議（年1回開

催予定）への出席（別途出席をお願い

する方）◆委嘱期間／平成22年6月1
日～平成23年3月31日◆募集人員／
四国四県で80人（各県20人程度）◆応
募締め切り日／ 4月2日（金）※当日消
印有効◆応募方法／はがき、ファク
シミリまたは電子メールで次の事項

を記載の上、四国総合通信局電気通

信事業課までご応募ください。

▽住所（郵便番号）▽氏名（フリガナ）

▽電話番号（携帯電話可）▽メールア

ドレス（携帯電話のメールアドレス

を除きます。任意）▽年齢▽性別▽

職業▽応募の動機※応募の内容はモ

ニター選考やその後の連絡用として

のみ使用します。

【応募先／問い合わせ先】

四国総合通信局電気通信事業課

〒790－8795

愛媛県松山市宮田町8－5

　薀089（936）5042

　FAX089（936）5014

　電子メール

　shikoku－jigyou@soumu.go.jp ※ご家族やご遺族の了解を得て掲載しています。

情
報
ひ
ろ
ば

1月届け出分

1月届け出分

 死亡者名 死亡月日 年齢 地区

 氏　名 誕生月日 保護者名 地区

  12.29 辰志 吉野下

  1. 4 将史 東高篠

  1. 7 祐介 真野

  1. 8 浩二 吉野

  1. 8 福宏 真野

  1. 8 恵三 七箇

  1.11 善史 西高篠

  1.14 章充 公文

  1.16 孝典 岸上

  1.17 和男 羽間

  1.20 隼士 四條

  1.21 拓人 川東

  1. 2 72 勝浦

  1. 3 90 炭所東

  1. 3 99 吉野

  1. 5 74 吉野下

  1. 5 81 四條

  1. 6 92 後山

  1. 8 83 買田

  1.11 83 炭所西

  1.15 82 大口

  1.17 90 長尾

  1.24 63 吉野下

  1.25 75 四條

  1.25 91 吉野下

  1.26 86 羽間

  1.27 69 岸上

  1.27 75 真野

  1.27 75 七箇

  1.29 82 新目

募　　集

角
かく

地
ち

トシ子
こ

岡
おか

田
だ

蜜
みつ

春
はる

安
やす

原
はら

ナツヱ

加
か

地
ぢ

カツ子
こ

多
た

田
だ

五
いつ

男
お

末
すえ

久
ひさ

安
やす

江
え

闍
たか

市
いち

金
かね

子
こ

大
おお

西
にし

　 昭
あきら

細
ほそ

川
かわ

昭
しょう

三
ぞう

神
かん

闢
ざき

定
さだ

凱
よし

大
おお

西
にし

啓
ひろ

文
ふみ

金
かな

丸
まる

貞
さだ

子
こ

堀
ほり

尾
お

シゲノ

京
きょうかね

兼キヨミ

和
い ず み

泉　 保
たもつ

細
ほそ

谷
たに

昌
まさ

義
よし

増
ます

田
だ

昌
まさ

則
のり

枝
し

園
えん

　 篤
あつし

上
かみ

地
ぢ

愛
あい

琉
る

金
かね

場
ば

里
り

桜
おん

岩
いわ

井
い

理
り

沙
さ

大
おお

谷
たに

真
ま

生
い

香
か

川
がわ

輝
き

一
いち

郎
ろう

竹
たけ

下
した

恵
え

莉
り

香
か

横
よこ

井
い

結
ゆう

矢
や

森
もり

　 菜
な

桜
お

大
おお

西
にし

結
ゆ

月
づき

大
おお

川
かわ

泰
たい

雅
が

奥
おく

野
の

日
ひ

陽
より

山
やま

下
した

雄
ゆう

大
だい
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　年度末は窓口が混雑しますので、

自動車の検査や廃車、名義変更など

については、お早めに手続きされま

すようお願いします。

【問い合わせ先】

▽検査関係

　香川運輸支局検査・整備・保安部

門　薀087（882）1355

▽登録関係

　香川運輸支局登録部門ヘルプデス

ク　薀050（5540）2075

▽自動車税関係

　香川県県税事務所自動車税課

　　薀087（881）3858

▽軽自動車関係

　軽自動車検査協会

　　薀087（870）6676

　四国財務局では、借金を抱え悩ん

でいる方のための「相談窓口」を設け

ています。必要に応じ、弁護士や司

法書士などの法律専門家に引き継ぎ

も行っています。

　「多重債務問題」は、必ず解決する

問題です。悩まずにご相談ください。

◆相談方法／まずはお電話くださ
い。◆相談費用／不要◆受付時間／
月曜日～金曜日（祝日、12／29～1／

3を除きます。）の午前9時～正午、午

後1時～午後5時

【相談先／問い合わせ先】

四国財務局財務広報相談官・多重債

務相談員　薀087（831）2155

◆住まいづくり講座（無料）
◆日時／ 3月19日（金）午後1時30分～
午後4時◆会場／香川県社会福祉総
合センター（高松市番町一丁目10番

35号）7階第1中会議室◆講師／野池
政宏さん（住まいと環境社代表）◆内
容／省エネルギーな住まいと暮らし
（高気密・高断熱住宅の長所や短所、

自然エネルギーの活用方法など）、

住宅版エコポイント制度◆定員／ 70
人（申し込み先着順）◆申し込み方法
／電話

【申し込み先／問い合わせ先】

香川県土木部住宅課住環境整備グ

ループ　薀087（832）3584

◆難病講演会
◆対象者／後縦靭帯骨化症で療養中
の方とそのご家族◆日時／ 3月24日
（水）午後2時～午後4時◆会場／香川
県中讃保健福祉事務所（丸亀市土器

町東八丁目526番地）3階研修室◆内
容／講演会「後縦靭帯骨化症の最新
の治療」、情報交換◆講師／有馬信
男先生（香川大学医学部附属病院整

形外科医局長）

【問い合わせ先】

香川県中讃保健福祉事務所

保健対策第二課　薀0877（24）9963

◆国際花見の集い
　まんのう町に住むインドネシアや

中国、ブラジル、フィリピン、オー

ストラリア、ラオス、カンボジアの

方々と、日本の伝統行事である花見

をしながら国際交流をしてみません

か。さらに、讃岐まんのう太鼓の演

奏を聴いたり、太鼓の試し打ちをし

たりと、まんのう町ならではの文化

も体感できます。普段と一味違った

花見を楽しみましょう。

◆日時／ 3月28日（日）午前10時～午
後1時◆会場／まんのう町勤労青少
年ホーム（まんのう町岸上126）◆募
集人員／在町日本人15人◆参加費／
一人500円（食事代）※当日集金◆申
込締め切り日／ 3月25日（木）※定員
に達し次第終了。◆その他／事前申
し込みが必要。

【申し込み先／問い合わせ先】

まんのう町国際交流協会事務局

（かりん会館内、水曜日休館）

　薀0877（75）0200

◆不動産鑑定無料相談会
◆日時／ 4月2日（金）午前10時～午後
4時◆会場／（高松会場）県庁東館1
階ロビー、（丸亀会場）丸亀市役所1

階相談室◆内容／香川県不動産鑑定
士協会所属の不動産鑑定士（各会場

3人程度）が土地・建物などの不動産

価格や土地取引に関する相談に応じ

ます。◆その他／直接会場にお越し
ください。相談者が多数の場合、会

場でしばらくお待ちいただくことも

ありますので、あらかじめご了承く

ださい。

【問い合わせ先】

香川県不動産鑑定士協会事務局

　薀087（822）8785

情
報
ひ
ろ
ば

自動車の検査・
登録手続きはお早めに

催　し　物

多重債務でお悩みの方は、
お気軽にご相談を

春季全国火災予防運動　3月1日～7日 

｢消えるまで　ゆっくり火の元　にらめっ子｣ 
�冷蔵庫や洗濯機、テレビなどの裏に 
　あるコンセントは時々掃除しよう。 

�山林火災多発。火の付いたタバコの 
　ポイ捨てはやめましょう。 

コンセントやプラグ周りに
ホコリがたまっていると、
湿気を帯び、電気が流れ、
過熱して火災になります。 

喫煙する場合は、携帯灰
皿などを準備し、確実に消
火を。 
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11
品
の
加
工
食
品
が
勢
ぞ
ろ
い

料理にはその人の人となりが出ることを伝える山中美妃子さん

　地域農産物を利用した起業活動の発展や地産
地消の推進に役立てようと、わがまちの加工食品
味自慢大会（中讃地区生活研究グループ連絡協議
会主催）が平成21年12月2日、満濃農村環境改
善センターで開催されました。
　各市町生活研究グループの加工食品発表に先
立ち行われた、料理研究家の山中美妃子さんによ
る講演では、「小児には、徳育よりも、知育よりも、
体育よりも、食育が先」と言う村井弦斎の言葉を
紹介しながら食育の重要性を訴えるとともに、日
ごろの、料理に取り組む姿勢を振り返るよう聴衆
に促していました。
　町内からは「ゴーヤのかりんとう」と「カテキ
ンたっぷり緑茶クッキー」の2点が出品されました。

「総合型地域スポーツクラブ」の認知度を聴衆に尋ねる松永敬子さん＝写真左

　総合型地域スポーツクラブについて理解を深
めてもらおうと、かがわ生涯スポーツフォーラム
（財団法人香川県体育協会など主催）が平成21年
12月12日、町民文化ホールで開催されました。
　香川短期大学教授の齊藤栄嗣さんがコーディ
ネーターになり、龍谷大学准教授の松永敬子さん
と財団法人日本体育協会中央企画班員の伊倉晶
子さんの三人で総合型地域スポーツクラブの意
義について話し合いました。その中では、クラブ
が、スポーツを楽しむためだけでなく、スポーツ
を通して地域の問題を解決していくための組織
として、住民のさまざまなニーズに応えていくこ
との重要性が提起されました。

ス
ポ
ー
ツ
で
広
が
る
地
域
の
輪

元
気
ま
ん
ま
ん
な
「
ま
ん
の
う
っ
子
」
が
大
集
合

まちづくりの思いを発表する児童の声に耳を傾ける栗田町長

　子どもタウンミーティング（まんのう町青少年
育成会議主催）が平成21年12月5日、満濃農村
環境改善センターで行われ、町内の小学6年生約
160人が参加しました。
　この会は、まんのう町総合計画にうたわれてい
る町の将来像「元気まんまん　まんのう町」に向
け、将来を担う児童に、もし自分が町長の立場に
立ったらどんなまちづくりをしたいかを考えて
もらおうと企画されたものです。
　児童からは「図書館をつくりたい」「子どもとお
年寄りが一緒に遊べる場をつくりたい」「農産物を
もっと全国に発信したい」など大人と変わらぬ意見
が出され、栗田町長はそれらの意見を紙に書き留め
ながら、時には大きくうなずく場面もありました。

世界各国訪問時の映像を背に演奏するキム・シンさん

　今後の国際交流の在り方をグローバルな視点
から考えようと、まんのう町国際交流講演会が
平成21年12月20日、町民文化ホールで行われ、
約280人が参加しました。
　財団法人日本宇宙フォーラム参与の寺門邦次さ
んによる講演のほか、シンセサイザー奏者のキム・
シンさんによる、自身のCD『天鐘』の表題曲など
オリジナル曲を中心に9曲の演奏がありました。各
国で行ったコンサートの様子やそこに住む人々と
触れ合う映像を背に演奏する一幕もあり、聴衆は、
音楽を通じ世界へ希望を与えていくキムさんの活
動を見て、地球で暮らす一員として世界のために
何ができるかを考えさせられていた様子でした。

視
野
を
広
げ
る
こ
と
で
気
付
く
世
界
へ
の
貢
献
方
法

わがまちの加工食品味自慢大会 かがわ生涯スポーツフォーラム

子どもタウンミーティング まんのう町国際交流講演会

ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス



の行事予定 の行事予定 の行事予定 

平成22年 町内の110番・119番 

スポーツの結果　（敬称略） 

3月 
テレフォンサービス　　 
�（73）4400（日・祝日のみ） 

休日当番医 

Event Schedule in March

15

3
月
の
行
事
予
定
・
休
日
当
番
医
・
町
内
の
110
番
119
番
・
ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

日 行　事　名 時　間 場　所

1（月）日 栄養相談 (要予約／健康
増進課薀73‐0126)

役場本庁

3（水）日 3歳児健診 13:00～14:30 満濃農改センター

4（木）日
未楽来運動教室 10:00～11:00満濃農改センター

心配ごと相談 13:00～16:00満濃農改センター

10（水）日 心配ごと相談 9:00～12:00琴南総合センター

11（木）日

こころの健康相談
(要予約／健康増進課
薀73‐0126)

役場本庁

身体・知的障害者相談 9:30～11:30 琴南農改センター

未楽来運動教室 10:00～11:00 満濃農改センター

身体・知的障害者相談 13:30～16:30 仲南支所

12（金）日

行政相談 10:00～15:00 琴南農改センター

人権相談 10:00～15:00 琴南農改センター

離乳食講習 (要予約／健
康増進課薀73‐0126)

高篠ふれあいセンター

16（火）日
栄養教室
( 高尿酸血症・痛風の予
防と改善／要予約／健
康増進課薀73‐0126)

9:30～12:30 満濃農改センター

17（水）日 3歳児健診 13:00～14:30 満濃農改センター

18（木）日
身体・知的障害者相談 9:00～12:00 役場本庁

未楽来運動教室 10:00～11:00 吉野体育館

20（土）日
無料法律相談
( 要予約／まんのう町商
工会薀73‐3711)

まんのう町商工会館

24（水）日 乳幼児健診 13:30～14:30 満濃農改センター

25（木）日

こころの健康相談
(要予約／健康増進課
薀73‐0126)

仲南農改センター

精神保健福祉相談 9:00～12:00 役場本庁

健康教室 10:00～10:30 エピアみかど

未楽来運動教室 10:00～11:00 満濃農改センター

健康相談 10:30～11:30 エピアみかど

行政相談 13:00～16:00 仲南支所

心配ごと相談 13:00～16:00 仲南支所

日 科 医療機関名 電話番号

7日 内科 岩闢医院 75－5161

14日
内科 岩佐病院 73－3535

外科 松浦外科胃腸科医院 75－3211

21日 内科 小国医院 75－2317

22日
内科 おおにし病院 75－5101

外科 岩佐病院 73－3535

28日
内科 大浦内科消化器科医院 75－1600

外科 山本ヒフ泌尿器科医院 75－3112

※当番医は予告なく変更される場合があります。ご了承ください。

区　分 1月中 1月からの累計

交通事故

物損（件） 39（ 32） 39（ 32）

人身（件） 16（ 14） 16（ 14）

死亡（件） 0（ 0） 0（ 0）

救急出動
火災（件） 1（ 1） 1（ 1）

救急（件） 96（ 83） 96（ 83）

※（　　）内の数字は昨年同期の件数

日 大会名 場　所 結　　果

1
月
23
日（
土
）

まんのう町
グラウンドゴル
フ協会杯大会

神野公民館
グラウンド
参加:67人

優　勝：末久　忠（吉野）

準優勝：栗田正信（四條）

第３位：筒井良驪（吉野）
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長炭小学校　3年  藤田 有梨奈 「リコーダーをふく友だち」 

長炭小学校　1年  苧坂 浩貴 「ししまい」 

再生紙を使用しています。 
リサイクル可能な大豆油インクを 
使用しています。 

●この広報誌は、四国新聞販売株式会社に委託し、町内の全世帯に配布しています。 
　配布についてのお問い合わせは、まんのう町企画政策課  �（73）0106まで。 

楽
し
か
っ
た
親
子
料
理
教
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一
月
十
五
日
金
曜
日
に
、高
篠
小
学
校

で
一
日
参
観
が
あ
り
ま
し
た
。私
た
ち
五

年
生
は
、食
改
の
み
な
さ
ん
方
に
教
え
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、親
子

で
料
理
を
作
り
ま
し

た
。 

　
こ
の
日
の
こ
ん
だ
て

は
、オ
ム
ラ
イ
ス
と
コ
ン
ソ

メ
野
菜
ス
ー
プ
と
野
菜

サ
ラ
ダ
で
し
た
。
私
は
、

包
丁
を
使
う
の
が
苦
手

で
、最
初
は
び
く
び
く
し

て
ば
か
り
で
し
た
。
で

も
、友
だ
ち
や
食
改
の
み

な
さ
ん
の
お
か
げ
で
、包
丁
も
少
し
使
え

る
よ
う
に
な
っ
た
し
、リ
ン
ゴ
だ
っ
て
切
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
中
で
も
難
し
か
っ
た
の
は
、た
ま
ご
割
り

で
す
。
割
ろ
う
と
す
れ
ば
、ぐ
ち
ゃ
っ
と

な
っ
て
し
ま
っ
て
、も
う
泣
き
そ
う
で
し

た
。そ
ん
な
時
、友
だ
ち
が
た
ま
ご
の
う
ま

い
割
り
方
を
教
え
て
く
れ
た
の
で
、ち
ょ
っ

と
上
手
に
割
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
た
ま
ご
が
焼
け
た
の
で
、ラ
イ
ス
を
入

れ
よ
う
と
し
た
そ
の
時
、ま
ち
が
え
て
フ
ラ

イ
パ
ン
の
た
ま
ご
の
上
に
の
せ
て
し
ま
い
ま

し
た
。「
ど
う
し
よ
う
」と
思
っ
て
い
た
け

れ
ど
、そ
の
ま
ま
皿
に
の
せ
て
、何
と
か
完

成
し
ま
し
た
。 

　
で
き
あ
が
っ
た
料
理
は
、自
分
た
ち
で

作
っ
た
し
、み
ん
な
と
い
っ

し
ょ
に
食
べ
た
の
で
、い
つ

も
よ
り
と
て
も
お
い
し

か
っ
た
で
す
。 

　
私
は
、今
ま
で
あ
ま

り
料
理
を
し
た
こ
と
が

な
か
っ
た
の
で
不
安
で
し

た
が
、食
改
の
み
な
さ
ん

が
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
の

で
、上
手
に
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。ま
た
、み

な
さ
ん
の
お
か
げ
で
、料
理
の
楽
し
さ
と
い

う
の
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。何
よ
り
一
番

う
れ
し
か
っ
た
の
は
、い
そ
が
し
い
合
間
に

作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
お
に
ぎ
り
で
す
。と
て

も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。 

　
ま
た
こ
う
い
う
機
会
が
あ
っ
た
ら
、み
ん

な
と
楽
し
く
料
理
を
作
り
た
い
と
思
い

ま
し
た
。 

わが家のアイドル 

大 西  乃 愛ちゃん  （１歳） 
平成20年６月３日生（羽間） 

父：大介さん、母：美樹さん 

ご両親からのメッセージ 

祝１歳！！ 
いつもかわいい笑顔をありがとう！！ 

おお  にし    の    あ  

※所属名は、応募時のもの 

「
食
卓
を 

　
み
ん
な
で
囲
め
ば 

　
　
明
る
い
笑
顔
」 

社
会
福
祉
協
議
会
　

香
川 

美
智
代 

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
　

鈴
木 

と
も
子 

「
食
べ
す
ぎ
た 

　
と
思
っ
た
ら 

　
　
７
０
０
０
歩
」 

高篠小学校  5年 
松岡  夏姫 

今月の 
リポーター 




